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研究成果の概要（和文）：がん患者に対するリハビリテーションの有用性が報告され、がん薬物療法の副作用軽
減から療養生活のQOL向上、生命予後の改善に至る豊富なエビデンスが蓄積されつつある。本課題では以下の作
業を計画した（１）骨転移を有するがん患者、悪性骨腫瘍患者の身体活動量計測と生活スタイルの把握。（２）
身体活動量を高いレベルで維持できている患者群を抽出し、その活動内容を解析、運動強度と質の評価を基に、
身体活動量維持のためのリハビリテーション・プログラムのモデルを作成する。

研究成果の概要（英文）：Cancer rehabilitation reduces the side effects of cancer therapy, improves 
the quality of life, and improves the prognosis. In this study, we measure the physical activity of 
cancer patients with bone metastasis and investigate their lifestyle. In addition, we analyzed the 
activity pattern of patients with high physical activity. Based on these,  we create a 
rehabilitation program model to preserve physical activity.

研究分野：リハビリテーション医学

キーワード： がんリハビリテーショ　療養生活のQOL　がんの骨転移　身体活動量　新型肺炎　ソーシャル・ディスタ
ンス

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
骨転移を有するがん患者に対しては、脊髄圧迫・病的骨折のリスク管理が大きな課題となり、そのリハビリテー
ション治療は消極的になりがちであり、コンセンサスが得られず質の担保されないリハビリテーションの温床と
さえなり得る現状がある。本研究は長期生存骨転移・骨腫瘍患者群の身体活動の現状を明らかにし高レベルの身
体活動を生活に組み込む身体活動量維持プログラムを実施することで運動器の機能的な障害による生活の質低下
を防ぐ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
がん患者に対するリハビリテーション治療の有用性が報告され、がん薬物療法の副作用軽減か
ら療養生活の QOL 向上、生命予後の改善に至る豊富なエビデンスが蓄積されつつある。一方で
骨転移を有するがん患者に対しては、脊髄圧迫・病的骨折のリスク管理が大きな課題である。
骨転移患者のリハビリテーション治療は消極的になりがちであり、コンセンサスが得られず質
の担保されないリハビリテーションの温床とさえなり得る現状がある。申請者施設は 2010 年よ
り全国に先駆け、骨転移に特化したキャンサーボード(CB)の設置運用を開始、骨転移に対し領
域横断的な早期介入による病的骨折の予防や退院時 ADL の向上、外来フォローアップシステム
を確立しその成果を報告してきた。さらに本 CBに加え画像診断医・脊椎外科医の迅速連携によ
る骨転移 detective system の運用(2015.6-)、整形外科「骨転移相談外来」の設置(2019.7-)、
緩和ケア・緩和 IVR 多職種カンファレンス(2021.9-)の４つのシステムを用いて骨転移診療の推
進とデータ収集を進めてきた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、骨転移を有するがん患者に対するリハビリテーション治療の開発である。本
研究では特に、骨転移を有する長期生存がん患者・悪性骨腫瘍を対象とし、これらの患者に対
する身体活動量維持プログラムの開発をその目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
本課題では我々がすでに樹立運用している４つのシステムを基盤とし以下の作業を行うことと
した。（１）骨転移を有するがん患者、悪性骨腫瘍患者の身体活動量計測と生活スタイルの把握。
当院骨転移外来にてフォローアップを受ける骨転移を有する患者及び原発性骨腫瘍患者を対象
とし、加速度計を用いて身体活動量を計測、生活スタイルを明らかにする。身体活動の内容、
運動強度及び質（内的生活への影響評価；唾液サイトカインによるストレス／免疫機能に関わ
る非侵襲バイオマーカー解析及び心理尺度評価）を行う。またイベント的活動参加機会につい
ても聞き取りを行う。（２）上記（１）で渉猟したデータの中から身体活動量を高いレベルで維
持できている患者群を抽出し、その活動内容を解析する。解析データの運動強度と質の評価を
基盤として、身体活動量維持のためのリハビリテーション・プログラムのモデルを作成する。
作成したリハビリテーション・プログラムのモデルは活動量の低かった患者群に提示してマッ

チングを行い
（嗜好に沿った
プログラムの選
択）、マッチング
を満たした群に
ついてセルフモ
ニタリングと目
標設定を外来に
て支援、モデリ
ング法ほか運動
習慣の形成を促
す認知行動的技
法を用いて低活
動群に運動処方
を行いその有効
性を評価する。 
 

 
４．研究成果 
 
（１）基礎データの収集 
初年度は計画に沿い対象患者の活動量計測を行った。対象は原発がん病巣の全身制御が得られ、
かつ骨転移病巣の局所制御が１年以上得られている通院患者のうち、ほぼ日常的な活動の生活
を過ごしているもの(ECOG PS=0,1)である（ワンアーム・前向き観察研究）。登録症例数は計画
通り合計 20 名を達成し追跡期間を１年間、診察日より最初の連続７日間に活動量計測を行った。
追跡は、通常の診察日にて遂行した。また以下の各項目について無事計測できている。 観察・
検査項目①身体活動量、活動の内容及び運動強度の評価。②運動の質に関する項目（FIM,Barthel 
index, がん性疲労、内的生活への影響の評価：非侵襲バイオマーカー解析、心理尺度評価）③



その他（薬物療法による有害事象発生頻度など）。２年度は初期計画に沿い「身体活動量が高く
維持できている群」を抽出、i)再度聞き取り(外来にて)及び ii)第二回の活動量計測を行い運
動強度及び質評価を再検、本データをモデルに在宅で日常的に行い得るリハプログラムのモデ
ルの作成を行った。モデルはウォーキング 1、ウォーキング 2、ハイキング/ランナバウト、ジ
ムワーク/太極拳などの４種とした。  
 
（２）新型肺炎の影響 
①ソーシャル・ディスタンスによる患者の生活スタイルの変化 
2020 年に端を発する新型肺炎による診療制限、ソーシャル・ディスタンスによる生活制限の影
響を受けたデータが多量に混在する状態に加え、一部電話（遠隔）診療への振替の推進なども
あり高い身体活動群と分類された患者群についても計測された身体活動量は肺炎蔓延以前とは
大きな乖離があることが予測された。また同じく非侵襲マーカーによるストレス因子の値も同
様の影響が予測された。 
②低活動群への運動処方実施とその有効性評価までは実施できていないこと 
集団リハビリテーション、グループヒアリングが実施できない状況が続いた。最終年度より、
登録時期によって新型肺炎の影響が出てないデータを分離、対象症例数を少なくした上で再検
討の上、追加データ取得と並行して現存データでの考察を進めている（論文作成中）。また低活
動群へのモデルのマッチング（嗜好調査）までは完了した。肺新型炎の完全な収束と制限のな
い（集団）リハビリテーション治療、高いアクティビティのプログラム実施が可能となる状況
が待たれる。 
 
（３）サブグループ解析、運動特性解析（投稿中、一部投稿準備中） 
本申請期間でのモデルプログラムの試験実施は困難と判断し、オンラインでの患者聞き取り、
オンラインでの活動処方含めた対応を行った。少数ではあるが来院、解析可能な群については 
中判センサー高精細デジタルカメラによる（近赤外波長を含む）運動特性解析を実施した（投

稿準備中）。ま
たサブグルー
プ解析として、
身体活動量と
併存疾患との
関係、初回治
療時の回復経
緯との相関を
調査し要素解
析 を 行 っ た
（CCI と相関
しない活動阻
害因子が存在
する可能性を
見出した：論
文投稿中）。 
 

 
（４）本データに基づく新課題への展開 
われわれは本研究で身体活動レベルの高いライフスタイル群を抽出、その上位の因子は旅行を
含む余暇活動・スポーツであることを見出した（論文投稿中）。また、臨床の現場では既に多く
の「活動的な」がんサバイバーが自ら進んで余暇活動に復帰している現状がある。運動による
爽快感や高揚感が得られやすい人ほど運動習慣がある報告(Chen 2019)からも、“身体活動によ

る快情動（心地よさ）”を医学的
に誘導・管理すれば高身体活動を
維持する“運動処方”の特効薬た
り得る可能性があるとわれわれ
は考える。このような考えのもと
に我々が計画した新課題「身体活
動による快情動(心地よさ)を基
盤とした新しいがんリハビリテ
ーションの開発」は 2023 年度基
盤研究（C）に採択され、開始さ
れたところである。 
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